
適正な運動量はどのくらい？

「都市部の子どもの身体活動量および生活習慣」の調査を開始します
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子どもの体力・運動能力が低下している
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文部科学省 全国体力・運動能力、運動習慣等調査から引用

中学生（13歳） 高校生（16歳）

★子どもの体力は昭和60年頃から現在まで低下が続いている



都市部の子どもの体力は低い（大阪府は最低レベル）
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文部科学省 全国体力・運動能力、運動習慣等調査から引用

体力テスト 都道府県順位（中学生13歳）

体力テストの合計点

地域の規模 男子 女子

大都市 40.6 47.4

中核都市 41.8 48.4

その他の都市 42.0 49.0

町村 42.0 49.0

へき地 41.8 50.2



子どもの体力低下の原因
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★日常生活における身体活動量の減少

子どもを取り巻く生活環
境や生活様式の変化

学習活動の増加による
身体活動の機会の減少

The Lancet, 2012, 7月

Physical inacitivity
身体不活動



中学生・高校生期は特に重要
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★身体機能や体力の著しい発育・発達期であり、この時期に十分な
運動・身体活動が必要

Asano, Sports in Modern World, 1973を改変



若年時の低体力は健康寿命を短縮する！
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健康寿命の短縮

★低体力＝メタボリック・ロコモティブ・シンドロームの早期発症！

Kickbushら, 1997を改変



何を明らかにするのか？

★都市部における子どもの身体機能や
体力の良好な発育・発達のために、
どれ位の身体活動量が必要か？

★その身体活動量を確保するために、
どの様な生活習慣が有効か？

7



8

特 徴

★小学生～中学生を対象とした研究は数多く
あるが、中学生～高校生を対象とした研究は
少ない

★身体活動量を調査し、体力や生活習慣との
関連を明らかにした研究は少ない

★縦断的に追跡調査した研究は日本で初めて



方法
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市立咲くやこの花
中学校・高等学校
（総合学科）

①対象

中学1年生80名
高校1年生80名

②測定項目

(1)体力テスト
文部科学省新体力テスト

(2)体組成
身長、体重、体脂肪量、
筋肉量の測定

★来年度以降、同一の対象者に
縦断的な追跡調査を実施

★毎年度、同数を対象とした調
査を追加

(3)自律神経活動
身体機能、疲労状態

(4)身体活動量
3軸加速度計を用いて
1週間記録

(5)質問紙調査
生活環境や習慣に関す
る質問紙調査
生活活動を1週間記録



研究の意義
 「都市部における子どもの身体機能や体力の良好な発
育・発達のために必要な身体活動量」 が明らかになる

 「身体活動量を確保するために有効な生活習慣」 が明
らかになる
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★中高生の生活指導や体育関連科目
におけるカリキュラム精査、生徒・保
護者・教職員（教育現場）へ還元

★子どもの身体活動量を増加する社会
基盤（ハード・ソフト）の開発・整備

都市部の子ども
の体力向上

少子高齢社会に
元気な都市！


